
滋慶医療科学大学 医療科学部

2026年度　一般選抜入試　入学試験問題

【注意事項】

１． 試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。

２． 問題冊子の余白等は解答の下書きなど自由に利用してかまいませんが、

どのページも切り離してはいけません。

３． 解答用紙はこの問題冊子の中にはさんであります。

４． 試験開始後、解答用紙の所定欄に、受験番号、氏名をはっきり書きなさい。

５． 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁、解答用紙の汚れ等に

気づいた場合は、手を高く上げて監督者に知らせなさい。

６． 途中で質問等があるときは、黙って手を上げて監督者を呼びなさい。

７． 試験終了後、解答を提出した科目の問題冊子のみを持ち帰り、他の科目の

問題冊子は机上に置いておきなさい。

【解答上の注意】

解答は、各問題の解答番号に該当する解答用紙の番号の欄に、「ア、イ、ウ・・」

の記号又は各問題で指定された方法により答えなさい。

（選択科目） 国　語
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二
〇
二
六 

一
般
選
抜
Ⅰ 

国 

語 

  

一 

問
題
は
著
作
権
の
都
合
上
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

                       

  

34



 

（
一
） 

傍
線
部
①
～
④
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

   

① 

ソ
ク
進 

  

ア 

時
代
の
変
化
に
ソ
ク
応
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

イ 

主
旨
を
捕
ソ
ク
す
る 

 
 

 
 

 

ウ 

支
払
い
を
催
ソ
ク
す
る 

 
 
 

 
 

エ 

ソ
ク
達
郵
便
で
送
る 

［
解
答
番
号
１
］ 

  

② 

イ
拠 

    

③ 

ケ
ン
討 

    

④ 
 

コ
ウ
久 

   

ア 

イ
然
と
し
て
進
ま
な
い 

イ 
 

他
球
団
へ
イ
籍
す
る 

ウ 

イ
大
な
人
物 

エ 

イ
信
を
保
つ 

 

ア 

ケ
ン
固
な
建
物 

イ 

出
版
物
の
ケ
ン
閲 

 

ウ 

健
康
保
ケ
ン
に
入
る 

エ 

小
遣
い
を
ケ
ン
約
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ア 

文
化
の
コ
ウ
隆 

 

イ 
 

コ
ウ
力
を
発
揮
す
る 

ウ 

記
録
を
コ
ウ
新
す
る 

エ 

コ
ウ
例
の
行
事 

［
解
答
番
号
２
］ 

    

［
解
答
番
号
３
］ 

    

［
解
答
番
号
４
］ 
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（
二
） 

傍
線
部

○ア
～

○オ
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

［
解
答
番
号
５
］ 

ア 

趨

勢

す
う
せ
い 

 
 

イ 

永

劫

え
い
ご
う 

 
 

ウ 

減

殺

げ
ん
さ
い 

 
 

エ 

拘

束

こ
う
そ
く 

 
 

オ 

躊

躇

じ
ゅ
ち
ょ 

 

（
三
） 

空
欄 

Ｘ 

に
入
れ
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
６
］ 

 

ア 

回
復
さ
れ
ざ
る
も
の 

 
 

イ 

回
復
せ
ざ
る
も
の 

 
 

ウ 

回
復
す
る
ほ
か
の
も
の 

 
 

エ 

回
復
さ
る
べ
き
も
の 

 

（
四
）
空
欄 

ａ 

～ 

ｅ 

に
入
れ
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

ず

つ

選

び

な

さ

い

。

た

だ

し

、

一

つ

の

語

は

一

箇

所

に

し

か

入

ら

な

い

も

の

と

す

る

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

ａ
［
解
答
番
号
７
］ 

ｂ
［
解
答
番
号
８
］ 

ｃ
［
解
答
番
号
９
］
ｄ
［
解
答
番
号
10
］
ｅ
［
解
答
番
号
11
］ 

ｃ 
 

ｄ 
 

ｅ

ア 

圧
倒
的 

 

イ 

技
術
的 

 

ウ 

肯
定
的 

 

エ 

道
義
的 

 

オ 

部
分
的 

 
 

 

（
五
）
空
欄 

Ⅰ 

～ 

Ⅴ 

に
入
れ
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、

一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
12
］ 

 

ア 

Ⅰ 

さ
ら
に 

 
 

 

Ⅱ 

だ
ん
だ
ん
と 

 

Ⅲ 

も
ち
ろ
ん 

 
 

Ⅳ 

た
と
え
ば 

 

 
 
 

Ⅴ 

し
か
し 

 
 

イ 

Ⅰ 

だ
ん
だ
ん
と 

 

Ⅱ 

さ
ら
に 

 
 

 

Ⅲ 

た
と
え
ば 

 
 

Ⅳ 

し
か
し 

 

 
 
  

   

Ⅴ 

も
ち
ろ
ん 

 
 

ウ 

Ⅰ 

も
ち
ろ
ん 

 
 

Ⅱ 

た
と
え
ば 

 
 

Ⅲ 

し
か
し 

 
 

 

Ⅳ 

だ
ん
だ
ん
と 

 

Ⅴ 

さ
ら
に 
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エ 

Ⅰ 

た
と
え
ば 

 
 

Ⅱ 

し
か
し 

 
 

 

Ⅲ 

さ
ら
に 

 
 

 

Ⅳ 

も
ち
ろ
ん 

Ⅴ 

だ
ん
だ
ん
と 

 (

六)
 

傍
線
部
Ａ
「
世
界
連
邦
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
「
国
際
連
合
」
と
言
わ
ず
に
「
世
界
連
邦
」
と
言
っ
た
理
由

と

し

て

、

最

も

適

切

な

も

の

を

、

ア

～

エ

の

う

ち

か

ら

、

一

つ

選

び

な

さ

い

。 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
13
］ 

 

ア 

国
際
連
合
は
既
に
存
在
し
て
十
分
機
能
し
て
い
る
か
ら 

 
 

イ 

「
国
際
」
で
は
全
世
界
の
意
味
が
不
十
分
だ
か
ら 

 
 

ウ 

現
在
の
国
際
連
合
の
機
能
で
は
不
十
分
だ
か
ら 

 
 

エ 

「
連
合
」
よ
り
「
連
邦
」
の
方
が
語
感
が
い
い
か
ら 

   (

七) 
 

傍
線
部
Ｂ
「
せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ 

選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 

［
解
答
番
号
14
］ 

 

ア 

矛
盾
を
高
次
の
段
階
で
統
一
す
れ
ば 

 
 

 

 
 

イ 

最
後
ま
で
深
く
考
え
れ
ば 

 
 

ウ 

枝
葉
末
節
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば 

 
 

エ 

結
論
を
端
的
に
述
べ
れ
ば 

  

（
八
）
傍
線
部
Ｃ
「
空
念
仏
」
と
最
も
遠
い
意
味
で
使
わ
れ
る
語
句
を
、
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な
さ 

い
。
［
解
答
番
号
15
］ 

 

ア 

馬
の
耳
に
念
仏 

 
 

イ 

絵
に
描
い
た
餅 

 
 

ウ 

机
上
の
空
論 

 
 

エ 

舌
先
三
寸 

 
 

オ 

有
言
実
行 

 

  

（
九
）
次
の
文
を
本
文
の
本
来
あ
っ
た
箇
所
に
戻
す
場
合
、
最
も
適
切
な
箇
所
を
、
本
文
中
の 

ア 

～ 

エ 

の
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う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

［
解
答
番
号
16
］ 

 

各
国
が
軍
備
を
縮
小
し
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
も
そ
の
査
察
機
構
に
は
超
国
家
的
権
威
が
あ
た
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
十
）
空
欄 

Ｙ 

に
入
れ
る
四
字
熟
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［
解
答
番
号
17
］ 

 

ア 

三
位
一
体 

 

イ 

表
裏
一
体 

 

ウ 
二
律
背
反 

 

エ 

二
者
択
一 

  

（
十
一
）
本
文
の
内
容(

筆
者
の
主
張)

と
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ア
～
カ
の
う
ち
か
ら
、
二
つ
選
び
な
さ
い
。 

解

答
の
順
番
は
順
不
同
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

［
解
答
番
号
18
・
19
］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

未
来
は
過
去
の
単
な
る
延
長
で
は
な
く
、
人
間
の
努
力
に
よ
っ
て
全
く
違
っ
た
次
の
時
代
を
将
来
し
得
る

と
信
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

イ 

日
本
人
は
核
兵
器
に
対
し
て
神
経
質
す
ぎ
る
。「
核
ア
レ
ル
ギ
ー
」
に
犯
さ
れ
て
い
る
「
異
常
体
質
」
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 
 

ウ 

米
ソ
二
大
核
保
有
国
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
勇
気
あ
る
国
が
な
い
以
上
、
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
の
毎
年
の
総
会
は

無
意
味
で
あ
っ
た
。 

 
 

エ 

国
家
利
己
主
義
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
自
国
防
衛
の
た
め
に
核
兵
器
を
開
発
、
保
有
す
る

こ
と
も
や
む
を
得
な
い
。 

 
 

オ 

現
に
存
在
す
る
「
国
際
連
合
」
は
、
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
貢
献
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
白
な

確
か
な
事
実
で
あ
る
。 

 
 

カ 

核
時
代
の
初
期
に
お
い
て
考
え
ら
れ
て
い
た
単
純
素
朴
な
未
来
に
対
す
る
期
待
や
理
想
を
、
呼
び
戻
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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二 
問
題
は
著
作
権
の
都
合
上
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 
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（
一
） 

空
欄 

➀ 

に
入
れ
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
20
］ 

 

ア 

一
般
庶
民 

 
 

イ 

家
長
一
人 

 
 

ウ 

個
人
個
人 

 
 

エ 

専
制
君
主 

（
二
） 

空
欄 

② 

に
入
れ
る
年
代
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
21
］ 

 

ア 

十
八
世
紀
後
半 

 
 

イ 

十
九
世
紀
前
半 

 
 

ウ 

十
九
世
紀
末 

 
 

エ 

二
十
世
紀
前
半 

  

（
三
） 

傍
線
部
Ａ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
者
の
う
ち
『
罪
と
罰
』
の
作
者
を
、
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
一
人
選
び
な

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
22
］ 

 

ア 

ニ
イ
チ
ェ 

 
 

イ 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ 

 
 

ウ 

ボ
オ
ド
レ
エ
ル 

 
 

エ 

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ

イ 
 
 

オ 

モ
オ
パ
ッ
サ
ン 

  

（
四
） 

傍
線
部
Ｂ
「
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
23
］ 

 

ア 

類
推
的 

 
 

イ 

対
比
的 

 
 

ウ 

論
理
的 
 

 

エ 

非
論
理
的 

  

（
五
） 

傍
線
部
Ｃ
の
「
批
判
の
対
象
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
、
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
24
］ 

 

ア 

人
間
的
情
熱 

 
 

イ 

経
済
上
の
自
由
競
争 

 
 

ウ 

利
潤
獲
得
へ
の
無
制
限
の
自
由 

 
 

エ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
機
械
化 

オ 

産
業
経
済
組
織 
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 (

六)
 

 
空
欄 

③ 

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
25
］ 

  

ア 

哲
学 

 
 

イ 
競
争 

 
 

ウ 

実
学 

 
 

エ 

文
学 

 
 

  (

七)
 

 

空
欄 

④ 

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
人
物
を
、
ア
～
オ
の
う
ち
か
ら
、
一
人
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

［
解
答
番
号
26
］ 

 

ア 

ゲ
ー
テ 

 
 

イ 

シ
ラ
ー 

 
 

ウ 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル 

 
 

エ 

マ
ル
ク
ス 

 
 

オ 

ヘ
ー
ゲ

ル 

  

（
八
）
傍
線
部
Ｄ
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
漢
字
一
字
を
、
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

［
解
答
番
号
27
］ 

 

ア 

前 
 

 

イ 

善 
 

 

ウ 

全 
 

 

エ 

然 
 

 
 

  

（
九
）
次
の
文
を
本
文
の
本
来
あ
っ
た
箇
所
に
戻
す
場
合
、
最
も
適
切
な
箇
所
を
、
本
文
中
の 

ア 

～ 

エ 

の
う
ち

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

［
解
答
番
号
28
］ 

 

問
題
は
そ
の
よ
う
な
科
学
主
義
、
あ
る
い
は
専
門
科
学
者
の
立
場
が
、
普
遍
的
な
ま
た
最
高
の
価
値
を
も
つ

も
の
と
し
て
通
用
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。 
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